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主体的な言語活動を通して伝え合う力を伸ばし、

豊かな言語生活をおくるカを育てる指導の在り方

1主 題設定の理由

1高 校生の言語生活

さまざまなメディアの発達によって私たちの言語生活 は大き く変容 して きている。フ

ェイス ・トゥ ・フェイスの関係を中心にしたコミュニケー ションも、情報機器 の発達に

よってバーチ ャルな空間を駆使 した コミュニケー ションが大きな役割を果たすようにな

って きた。 しか しなが ら、よ りよい相互理解 を図ろ うとす る意識や、なかで も相手 を尊

重 しなが らコミュニケー ションを図ろうとする態度や意識 は十分に形成 されてきている

とは言い難 い。

高校生の言語生活をみて も、他人の心が分か らない、分か ろうとしな い、また、 自分

が何 を伝 えようとしているのか を明確 に自覚する ことが弱いため、 「伝 え合 う」コ ミュ

ニケー ションが成立せず に、言葉の空疎なや りとりに終始 して しまっている ことが多 い。

一方、読書離れ、活字離れ と言われ る状況 は一層進行 している。高校生の語彙が仲間

うちで しか通用 しない言葉 にとどまり、他者 に自分 の思 いや考 えを的確 に伝えるための

豊かな語彙 を獲得 した り、基礎的 ・基本的な 日本語 の意味や知識 を習得 した りす る経験

が少な くなっている。辞書的な意味は理解 しても、文脈のなかで筆者の意 図を考 えなが

ら読み進 める経験が少な く、 自分な りに読みを深めていくことができない ことが多 い。

また、語彙 を豊 かにしなが ら読書す ることを通 じて幅広い知識を獲得す る ことも少ない。

こうした経験 の不足や弱 さか ら、 自分では理解 しているつ もりの ことで も、正確に人に

伝えることのできない生徒が多 くなっている。

2本 研究 にお いて 目指す もの

このような状況を踏まえ、文章や言葉の背後 にある書 き手や話 し手の意図や思いを理

解 し、 自らも的確に自分の思いや考えを伝えることができ、言語生活 の担い手 となって

いく力を育成す ることを目指 し、「主体的な言語活動 を通 して伝え合 う力を伸 ばし、豊

かな言語生活 を送る力を育てる指導の在 り方」 を研究主題 として設定 した。

実際の言語生活や社会生活を踏 まえた多様で実践的な言語活動 を学習活動 に取 り入

れ、生徒が 自ら進 んで学習活動に取 り組む工夫を行い、学習活動の振 り返 りや相互評価、

文章表現な どによって学習 した内容 を確認する単元 開発を目指 した。この学習 を通 じて、

一人一人が良好な人間関係 を築 き、豊かな言語生活や社会生活 を営んでいこうとする意

欲や態度、言葉の適切さや美 しさについての感覚を磨 こうとする意欲や態度 を育ててい

くことができると考えた。

「話す こと ・聞くこと」「読む こと」の各領域において次のような研究仮説 を立てた。

「話す こと ・聞くこと」では、 「場面に応 じた会話の体験 と他者か らの評価 を積み重ね

てい くことによって、言葉の力に気付き、相互理解 を深めようとす る態度が芽生えるで

あろう」、「読む こと」で は 「文章 に書かれた問題提起をも とに、 自分な りに考え、他
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者 との意見交流 を行 いなが ら読み を深め ることで、文章を読み味わい、考えを文章化 し、

他者に考 えを伝える力が育つであろう」 と考えた。

皿 主題解明の方法

1「 話す こと ・聞 くこと」の領域

話す こと聞くことの領域では、生徒が主体的にさまざまな体験 的な言語活動に取 り組

む ことによって、 「言葉の力」 に気付 き、よ りよい相互理解 を形成する方法や技能 を自

ら習得す ることを 目指 した。そのために、① 伝え合 うために言語表現を適切に行 うこと

が大切であること、② 自分の意図や思いを的確 に伝えるため には表現の工夫が必要であ

ること、③情感や思いを伝え合 うためには聞き返 した り確かめた りすることが有効であ

ることを実感 させることが必要であると考えた。

具体的 には①段階 を追 って 「伝 え合 う力」を習得 してい くことのできる学習課題 を設

定す ること、② ゲーム感覚で取 り組 める学習活動 を通 して 自ら体験的な活動に取 り組む

こと、③ 自己評価 と相互評価 を行 うことで学習過程を振 り返 り、学習成果の定着 を図る

ことの3点 の工夫を行 った。

次のよ うな学習過程を構想 した。

第1時:教 師や生徒が ある単語 を提示 し、生徒同士が ヒン トをもとに言い当てる

第2時:教 師か ら提示 された画像 を生徒が説明し、イ ラス トに再現す る

第3時:一 人の身近な人物 を紹介 させ、聞き手がその人物を言 い当て る

第4時:身 近な話題 について意見交換 を行 い意図や考えが伝わ ったか を確認する

第1時 では具体的な一つのものを指す言葉か ら、多様な連想 を求める。第2時 では一

つの場面が描かれた絵画や写真を提示 し、配置や情景を説明させ る。第3時 では人物 に

関するエ ピソー ドな ども交え、分か りやす く説明 させる。第4時 では必ず相手 に意見 ・

質問を述べ させる。 このよ うに、自分の考えや思いを適切 に相手 に伝える経験が少なか

った り、伝えようという意欲や関心の高 くない生徒にも取 り組めるよう段 階性 を重視 し

た。

第1時 で提示す る言葉は生徒には 自分 の内面 をあえて表出す る必要のないものであ

る。第2時 の画像 は、なるべ く具体 的で情感 を喚起 させ るものを用意 した。第3時 では、

身近な人物を取 り上げる際の配慮 として、前向きで好感の もて る点 に着 目す るよう指導

した。第4時 の身近な話題は、「お金がな ければ幸福ではない」 というよ うに正解が特

定できな い問いかけを題材 とした。時間 を短 い時間で区切る、簡潔なメモ を取 りなが ら

活動す るな どテ ンポのよさを加味 しなが ら活動に取 り組むな ど、生徒が進んで活動にか

かわることができるよ うゲーム的な要素を取 り入れた。

第1時 では言葉のもつ多様性 と共通性 に気付かせ、言葉が相互の共通の認識の上に成

り立 っていることを確認する。第2時 では語彙 を駆使 して画像 のイメー ジを的確 に描写

すると同時 に、画像がもっている情感を伝える ことによって、よ り鮮明な印象 を相手に

与えることができることを実感す る。第3時 では言葉 によって対象 となる人物 を的確 に

描写 し、エ ピソー ドを織 り交ぜることで相手に対す る理解が深 まる ことに気付かせ る。
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また、紹介する側に対する意見 と言 い当て る側 に対す る意見の差異 を意識的 に取 り上げ、

イ メージを与え られる ことで一つの言葉にさまざまな彩 りが生まれることを実感す る。

第4時 では他者と意見交換 ををし、共感や批判 をすることによって、自分の意見や考え

が発展 した り、変化 した りす ることを実感する。 自己評価 と相互評価 を取 り入れること

で、学習活動に対する振 り返 りを促 し、また、言葉のもつ重層性や多義性に体験を通 し

てふれ ることができるよ うになる ことを重視 した。

2「 読む こと」の領域

読む ことの領域では、「主体的 に考えなが ら読む」 という単元 を設定 した。生徒が、

文章に書かれた主題 に対 して主体的 に読みとり、考 えることによって、①書き手の問題

意識を的確 に把握す るためには書かれた言葉を吟味す ることが大切である こと、②文章

で提起 された課題に自分な りの判断 をす る場合 に自らの生活や社会 に目を向ける ことが

必要であ ること、③相互 に読み比べ をす ることが 自分の考 えを発展 させた り変化 させた

りす るために有効 である ことに気づ くこと、の3点 を実感 し、進 んで文章にかかわ り読

み考 え、 自分な りの価値付 けをす る力を身に付ける ことを目指 した。

具体的 には、①文章をいくつかの部分に分けて生徒 に提示 し予想 を立てなが ら読み進

める こと、②読み進める過程で 自由な発想 を促すブ レーンス トーミングを行 うこと、③

文章の話題に即 してワークシー トを活用 し書き手の論の観点 を整理する とともに、書き

手の論 を自ら検証す ること、④ 小論文に 自分の考えをまとめ ることで学習活動を振 り返

ることの4点 の工夫を行 った。

次のような学習過程 を構想 した。

第1時:グ ループ学習に習熟 させ、柔軟な発想をもてるようにす る

第2時:自 分の意見を教師が示す一定 の形式 に沿ってまとめる

第3時:他 人の意見を受 け止めて、 自分の意見を展開す る

第4時:自 分の意見を相手 を意識 しなが ら正確に伝わるよう表現する

第5時:文 章表現が相互理解 にとって有効であることを理解す る

第1・2時 では、自由な発想 を促す話合いの手法 として ブレー ンス トー ミングに取 り

組んだ。文章全体を提示せず に、部分 に分けて読む ことで 自分な りに文章の先を予想 し、

筆者の問題提起を主体的 に受け止めることをね らいとした。また、話 し合いなが ら先を

読んでい くことで、さまざまな発想が生 まれて くることを期待 した。第3時 で は、文章

中にある 「技術の評価観点」 という語 に着 目し、自分たちの身の回 りの科学技術社会の

事象 を取 り上げて評価 しなが ら、互 いに意見交換できるよ う工夫 した。文章に書かれた

現実を見 る観点 をただ受け止めるだけでなく、自分な りの観点 を立てて ものを見た り、

意見交換 によって新たな ものの見方 を得て主体 的に考 えるよ うになる ことを期待 した。

第4・5時 では、学習のまとめ として小論文を作成 した。一定のフォーマ ッ トを与え、

生徒はそれに即 して書 くことで、書 くことへの抵抗感 を少な くし、表現す ることの トレ

ーニングが行われるよう工夫 した。 また、小論文 を互 いに交換 し、評価 し合 うことで、

学習 を振 り返 り、さまざまな ものの見方 ・考 え方を整理 し、自分な りの意見 を的確 に表

現で きるよ うになることを期待 した。
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皿 研究の全体構想図

人間は意志の疎通を図 りなが ら生きていく。意志の疎通のためには伝え合う力を高めることが必要である。

文章や言葉 の背後 にある他者の思 いや考えを読みと りなが ら、自分 も適切に文章や言葉による表現 を行 う

ことで伝え合 う力は高まって いく。自ら進んで多様かつ実践的な言語活動に取 り組む ことで、一人一人が

良好な人間関係を築き社会 生活を営んでいこうとす る意欲や態度、言葉の適切さや美 しさにつ いての感覚

を磨こうとする意欲や態度 を育てていくことができる。

主体的な言語活動を通 して伝え合 う力を伸ばし、
かな言語生活を送る力を育てる指導の在 り方。

〈研究仮説1>
場面 に応 じた言語体験 と、他者か らの評価を
積み重ねて いくことによって言葉の力に気付
き、相互理解 を深めようとす る態度が芽生え
るであろう。

〈研究仮説2>
文章 に書かれた問題提起 をもとに、自分な りに
考 え、他者 との意見交流 を行 いなが ら読み を深
める ことで、文章を読み味わ い、考 えを文章化
し他者に考えを伝える力が育つであろう。

○興味 ・関心を持続するために多様なエクササ

イズを取 り入れる。

○学習の到達度を明示できるよ う、学習内容の

系統性 を明らかにしておく。

指
導
計
画
作
成

の
工
夫

1生 徒の興味 ・関心を引き出す工夫1
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N高 校 生の 言語 生 活 に関する意識 と経験 の調査

1言 語 生活 に関す る生徒 の経験 と意 識

「話 す こと ・聞 くこ と」 の領域 にでは 、多 くの 生徒 が話す ことは楽 しい と感 じた 経験 が あ

るが 、 「自分 の気 持 ち が うま く言 い出せな か った 」 また は 「自分 の意 図が正 確 に伝 わ らな か

った」経 験 も80%を 越 え る。話 す ときに順 序立 て た り、 内容 を整理 した り、 内容 を考 え な

が ら話そ う とす る意 識 は弱 い。 聞 く ときには 、 うなず いた り、あ いつ ち を うった り、笑 顔 で

接す るな どが 必 要で あ る と考 えて は いるが 、実 際 は相 手 に は届 いて いな い こと も多 い。

「読 む こ と」 の領 域 で は 「自分 の気持 ち を確 か め なが ら」 「文章 の論 理 を考 え なが ら」

「筆者 が 言 いた い こ とは何 か を考 えなが ら」 な ど、何 か を意識 して 読 んだ りす る経験 が 少な い。

「書 く こと」 の領 域で は 、 「メー ル を書 く」経 験 は80%を 超 える一 方で 、 目的 に応 じた

文 章 を書 いた り、伝 えた い こ とを明確 に した りす る な ど、読 み手 を意 識 して書 こ うとす る意

識 が弱 い。

「書 く こと」 の領 域 につ いて は、 メー ル を書 く経験 は80%を 超 える一 方 で、 目的 に応 じ

た文章 を書 い た り、伝 え た い ことを明確 にす るな ど、読 み手 を意 識 して書 こ うとい う意識 は

弱 い。

2言 語 生活 に関す る生 徒 の経 験 と意識 の相 関

「話す こ と ・聞 く こと」 の領域 で は、 「人 と話 を した こ とで 自分 の役 に立 った こ とが よ く

あ る、 とき どき あ る」が9割 あ る。 「よ くあ る」 生徒 は、 「話す こと ・聞 くこ と」 に 関わ る

言語 生活 の意 識 で は 「あ いつ ち を打 ちなが ら話 を聞 く1「 内容 を考 えて か ら言 う」 とい う意

識 との相関 が強 い。 また、 「ゆ っく り話す 」 「身振 り手振 りを交 えて話 す」 とい う意識 との

相 関が 弱 い。一 方 「あなた に は何で も話す ことが で きる と言 われ た こ とが ま った くな い、 あ

ま りな い」 が5割 弱 ある。 「ま った くな い」 生徒 は、 「話 す こと ・聞 くこ と」 に関わ る言 語

生活 の意識 で は 「身振 り手 振 りを交 えて 話す こ とに して い る」 「順 序 立て て話 す よ うに して

い る」 とい う意 識 との相関 が強 い。 また、 「場面 に応 じて敬語 を使 う」 「相手 の 目を見て 話

す ・聞 く」 とい う意 識 との相 関 が弱 い。

「読む こと」 の領 域 で は、 「事実 を確 か めた い」が8割 ある。 「よ くある」 生徒 の 「読 む

こと」 にか かわ る言語 生活 の意 識 では 「登場 人物 の気 持 ち を理解 しな が ら読 む」 「場 面 を想

像 しなが ら読む 」 とい う意 識 との相 関が 強 い。 また 、 「文 章 の論 理 を考 えなが ら読 む 」 「筆

者 が何 を言 いた いのか を考 え なが ら読 む」 とい う意識 との相 関が 弱 い。 「読 んだ 内容 が 自分

の役 に立 った ことが よ くある 、 とき どきあ る」が6割 を超 え る。 「よ くあ る」生 徒 の 「読 む

こ と」 に関わ る言語 生活 の 意識 で は 「登 場 人物 の気持 ち を理解 しなが ら読 む 」 「場面 を想 像

しなが ら読 む」 とい う意 識 との相 関が強 い。 また、 「筆 者が 言 いた い こ とは何 か を考 え なが

ら読 む」 「事実 と書 いて ある事 柄 の関係 と考 え なが ら読 む」 とい う意 識 との相 関 が弱 い。一

方 「作 者 に会 って みた い と思 う こ とが ま った くな い、 あま りな い」 が6割 弱 、 「新 聞 を読む

こ とが まった くな い、 あ ま りな い」 が7割 あ る。 「ま った くな い」 生徒 の 「読 む こ と」 に関

わ る言 語生活 の意識 で は 「話 の展 開 を予想 しな が ら読 む 」 「場 面 を想 像 しな が ら読 む」 とい

う意 識 との相 関 が強 い。 また 、 「文 章 の論理 を考 えなが ら読 む 」 「筆 者 が何 を言 いた いか考

えなが ら読 む」 とい う意 識 との相関 が弱 い。
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「書 くこ と」 の領 域で は 「日記 な どで 自分 のため にな る文章 を書 く ことが まった くな い、

あ ま りな い」が5割 強、 「交換 日記や 手紙 な ど人 に当てて 文章 を書 く ことが まった くな い、

あ ま りな い」が5割 弱 ある。 「ま った くな い」 生徒 の 「書 く こと」 に関わ る言語 生活 の意 識

で は 「読 み 手 を意識 した文章 を書 く」 「伝 え たい ことを明確 に して書 く」 とい う意識 との相

関 が強 い。 ま た、 「文字 や言 葉 の使 い方 を、 間違 えず に書 く」 「目的 に応 じた文 章 を書 く」

とい う意 識 との相関 が弱 い。

3グ ラフに見 る経験 と意 識 の相 関

グラフ3書 くこと

経験と意識の相関
∩」
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2
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グ ラフ① ～③ は 「話す こと ・聞 く こと」 「読 む こと」 「書 くこ と」 の経験 と意 識 の相 関関

係 を表 した もの で あ る。 この中で 最 も明確 に 関係が 現れ たの は、 「読 む こ と」 の経験 と意 識

の相 関 であ る。 「読 む こと」 はそ の経験 の豊 富 さが 本 人に も評 価 しや す く、そ の質 も読書 量

に伴 って高 くな って い くことが考 え られ る。そ の ため 、言 語経 験 のバ ロメー ター と して 、評

価 の対 象 と しやす い とい うこ とがで き る。

そ れ に対 して 、 「話す こと ・聞 くこ と」 の経 験 はあ ま りに 日常 的で あ り、経験 の豊 富 さ に

対 す る個 々 人の 認識 の差 が少 な いため に、 そ の経験 の量や 質 を客観 的 に評価 す る こ とが難 し

い。 そ のため 、 「読 む こ と」 ほ どには明確 な 相関 関係が 浮か び上 が って は来 な いの であ ろ う。

「書 く こと」 の経 験 と意識 に至 って は、相 関関 係 を持 って いな いよ うにみ え る。 これ は質 問

数が 少 な い ことも一 因 と して考 え られ るが 、 「書 くこと」 の経 験 の豊 富 さが 、必 ず しも良 い

文 章 を書 く ことの意識 の高 さ に結 び つか な い ことを示 して いる。
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次 に、 グ ラ フ④ ・⑤ は 「読 む こ と」 の経験 と、 「話 す こと ・聞 く こと」 「書 く こと」 の意

識 の相 関関 係で あ る。 ここで は、 「読 む こ と」 の経験 が 、 「話す こ と ・聞 く こと」 「書 く こ

と」 の意 識 とも相関 関係 をも って い る ことが 読み とる ことが で き、言 語経験 のバ ロメー ター

とい う見方 が 、他 の領域 の意 識 との相 関 にっ いて も当て は まる こ とが わか る。す な わ ち、

「読 む こ と」 の経験 を豊 富 にもつ 者 は、 「話す こと ・聞 くこ と」 や 「書 くこ と」 に対 して も高

い意 識 を もって い るとい う こ とが で きる。

この ことか ら、学習 活 動 と して考 え られ る ことは、 生徒 に対 して 質 の高 い読む 経験 を提 供

す る こ とが 「読 む こ と」 の意 識 の高 さ に結 びっ くのみ な らず 、 「話す こと ・聞 く こと」や

「書 く こと」 の意 識 を高 め る こ とに もな るとい う ことで あ る。 また、 日常 的 には質 の評価 が し

に くい 「話 す こ と ・聞 く こと」 に して も、質 の高 い教材 を用 意 し経験 を積 み重 ね る こ とが 、

そ の領 域 の意識 のみな らず 、 「読 む こ と」 「書 くこ と」 に対 す るの意 識 の高 さ にも結 びつ く

こ とは容易 に想像 が で きる。

4学 習活動 計画 の視 点

調 査 結果 を踏 まえ、次 の よ うな学 習活 動が 生徒 の言 語 生活 を豊 か に送 る力 を形成 す る うえ

で効 果 的で あ る と考 え る。

「話す こと ・聞 く こと」 の領域 にお いて は、多 くの生徒 が感 じて いる 「楽 しさ」 はそ の ま

まに、 日常 生活 内の言 語体 験 を仮定 した活動 を通 し、次 の こ とを考 え させ る。

① どんな話 し方 をす れ ば、 自分 の意 図や気 持 ち を うま く伝 え る ことが で き るか

② そ のた め には どの よ うな態 度(表 現 ・言 葉遣 い も含 む)が 有効 か

③ 互 いの意 思が 伝 わ り共感 を得 る と、 日常 生活 に どの よ うな変化 が表 れ る のか

また 、独 りよが りに な らな いよ う相 互評価 を取 り入 れ、 生徒 自 らが相 手 の存在 を意 識す る

こ との必 要性 や、 言葉 の 力 に改 めて 気付 くよ うな学習 活動 を行 う。

「読 む こと」の 領域 にお いて は、読 む経験 が 不足 して いるなか で 小説 に はあ る程 度 親 しみ

感 情移 入 しな が ら読 んで い るの に対 し、論 理的 文章 には関心 を示 さな い現 状 が調査 結果 に示

され て いる。そ こで 、評論 文 を教材 と して取 り上 げる意義 が あ る。多 くの生 徒が抱 いて いる

「事 実 を確 か め た い」(83 .4%)と い う知 的好 奇 心や 、 「読 んだ 内容 が 役 に立 った ことが あ

る(68。0%)」 と い う体験 を生か しなが ら評 論文 にお いて文 章 の論理 や筆 者 の意 図、 それ に対

す る 自分の意 見 を考 えな が ら読む 学習 が求 め られ る。

「書 くこ と」 の領 域 にお いて は、読 み 手 を意識 して 文章 を書 こ うとい う意識 が弱 い現 状 を

踏 まえ 、実際 に主張 が明確 で構 成 の整 った 文章 を書 くこ とが必 要 であ る。 そ のため に、

① あ るテー マ につ いて 自分 の考 え を明確 にす る。

② どん な構成 にす れ ば よいか考 え る。

③ 読 み手 を特 定 して 自分 の文 章 に説得 力 を持 たせ る。

と段 階 を設 けて具体 的 にね らい を定 め 、 「書 くこ と」へ の抵抗 をな くす た め、最 初 はあ らか

じめ教 師が 示 した フ ォーマ ッ トに沿 って書 いて み る こ とも有効 と思わ れ る。 また 、 自分 が読

み手 にな って 、他人 が書 いた文 章 を評価 す る活 動 も、 「書 く こと」へ の新 た な関心 を喚 起す

るで あ ろ う。
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V-1指 導の実際

伝え合う言語体験を通 じて相手 、目的 、場面に応 じて表現するカを育てる指導 の工夫

1単 元設定 の理 由

携帯電話 、イ ンターネ ッ トな ど、現在 の高校 生は さま ざまなコミュニケー ションの手段

をもって いる一方 で、他者 とのコミュニケー ションが うまくとれ ない とい う実感 を もって

いる。本研 究で実施 した調査で も、親 しい友人 同士 の中で も、 「うま く自分の思 いが伝 え

られなか った」、 「相手の気 持ちがわか らない」な どとい う声が多か った。

高校生 にな って もそ のようにコミュニ ケー ション能 力が十分 に育 って いな い原 因 とし

て、他人の心がわか らない、あるいはわか ろ うとしな い、 というような 「他 人の想 い」 に

対す る理解 能 力の未熟 さが あげ られ る。 また 自分 の心 の中を整理 した り、何 を伝 えたいと

思 って いるか客観的 に把握 して いな い とい う、 「自分 の想 い」に対 す る理解能 力の未熟 さ

も考 え られ る。生徒 の人間関係 と言語生活 の関係 を考 える と、生徒たちの会話が狭 い人間

関係 のなかだ けで成立す る 「自分たちだ けのもの」 になって いることが、互 いに相手 を理

解す る能 力(お 互 いを理解 し合 う能力、 コミュニ ケー シ ョンす る能 力)の 未熟 さを生み 出

して いる と考 え られる。

そ こで本研 究で は、文章や会話か ら 「人の心 を理解す る力」 を身 に付 けさせ ることで、

コミュニケー シ ョンを通 して健全な人間関係 を構築す る力を高めて いくことがで きるので

はな いか と考 えた。

本単元で は、 「話す こと ・聞 くこと」 に着 目し、「話 し言葉の特 質」を とらえた上で、

主体的な言語活動 と場 面に応 じた会話 の体験 をす るこ と、さ らに他者か らの評価 を積み

重ねて いく ことによ り言葉 の力を生徒 に理解 させ、伝 え合 う力を伸 ばす ことで相互理解

を深め ようとす る態度 を育 てる ことをね らい とした。

そのため には、①言葉 を中心 にして相互理解が成 り立つ こと、② よ りよ い相互理解の

ため には他者 を理解 しよう とす る努力が必要な こと、③ よ り効果的で伝 わ りやす い言葉

の選択が必要で ある こと、が本単元 での基本的な柱 とな ると考えた。

2指 導の工夫

① 生徒の主体的な取 り組み を引き出すため に、ゲーム形式 を用 いた展開 を行 った。

② 話す側 、聞 く側、評価す る側 という三者 を設定 し、相互 に経験 し合 うよ うに した。

③ 上記の二点 をふ まえ、実践的な会話の中で主体 的な言語活動 を体験 させ た。

3評 価 の観 点

①言葉が もっている役割 が認識できたか。

② 共通 の連想 は共 通の認識か ら生まれ る ことに気付 けたか。

③具体的描写 のみ でな く、情感 を言葉 に表す ことでよ り鮮 明な印象を与 える ことが理解 で

きたか。

④相手 をよく知 り伝わ りやす い言葉 を選ぶ ことが 、共感や理解 に結びつ くことに気付 けた

か。

⑤ 言葉 を媒体 と して、他者 に共感す る力を身 に付 ける ことがで きたか。
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4単 元の指導 計画

伝え合う雷語体験を通じて相手 、目的、場面に応じて表現する力を育てる指導の工夫

(1)単 元 名 話し言葉の特質

(2)単 元 の目標 ① 言葉を中心に して相互理解が成 り立つ ことを確認する

① よりよい相互理解 のためには、他者を理解 しようとす る努力、そ して、よ り効果的で伝わ りやす い言葉の選択が

必要である ことに気付 く

(3)学 習活動の概要(4時 間)

時

数

生徒の学習活動 ○指導上の留意点 ●評価の観点

4～5人 の グループに分かれ、言葉の連想ゲームを行 う。 ○言葉が人と人とが関係をもつための共通の手段であること

1 ①それぞれのグルー プに 「ある言葉」を与 え、規定数 のヒン トと、 を押 さえてお く。

ヒン トを出す順番 を考え させ る。 ○ 「ある言葉」は、具体的な ものか ら抽 象的な ものへ と、授

② また 自分たちで一つ、問題 とヒン トを考える。 業全体 を通 じて少 しずつ レベルをあげて いくよ うにする。

③1つ の グルー プが ヒン トを出 して、他 のグルー プは推理 して答 ●共通の連想 とは、共通の認識か ら生まれて くることに気付

える。すべてのグルー プが一度ずつ行 う。 い た か 。

板書や 、実際のゲー ムを元 に、 どんな ヒン トが答え を導 きやす い ●共感を得 るためのポイン トがわかったか。

か 、共通の連想 とは どんな ところか ら生まれて くるか全体で考 え ●一つの言葉が共通の連想 を生むことや 、人によって は全 く

て ま とめ る。 異質の連想が行われる ことを確認できたか。

4～5人 の グルー プに分かれ 、映像 を言葉 に置 き換 えるゲー ムを ○映像資料はなるべく具体的なもので、情感を喚起させるも

2 行 う。 の が よ い。

①それぞれのグループに映像資料を渡し、その映像を言葉によっ ●語彙を駆使して映像を言葉に置き換える力が身に付いた

て説明す る方法を考 える。 か 。

② グルー プごとに発表 し、その後その映像 を全体 に公開す る。 ●具体的な ものをただ描写す るだ けではな く、そ こか ら受 け

③ 聞いて いるグループは説明が的確か どうかを評価す る。 た情感を言葉 に表す ことで、よ り鮮明な印象を相手 に与 え

どのような説明がわか りやすいか考 える。 ることに気付 いたか。



目

4～5人 の グループに分かれ、人物紹介のゲー ムを行 う。

① グルー プごとに紹介す る人物 を決め、その人物 をどの ように紹

介す るか を話 し合 う。

② グルー プごとに発表 を行い、聞いているグルー プは評価 を行 う。

③発表 した グループは、基本姿勢や留意点 を説明す る。

④評価す るグループがそれぞれの発表の印象 ・評価 を発表する。

それぞれ の評価 を もとに人物 を紹介す る場合の留意点 をまとめる。

一対一の会話 を相手 を変 えなが ら三回行 う。

① 話題 「お金 がな けれ ば幸せで はな い。」 につ いて 、 自分 の意 見

とその理由を用紙 に記入す る。

② いす と机 を向かい合わせ に配置 し、番号順 に着 席 し、相 手を変

えなが ら会話す る。

③ 自分 の考 え を相手 に伝 え、相手の考 えも聞 く。 また相 手の考 え

に対 して一つ質 問し、共感 できたか どうか もチェ ックす る。

様 々な意 見や価値観 に触れ る ことで 、自分 の気持 ちに も変化 が起

こりうる こと、 自分の意見 を伝 える ことが いか に大変 か、 またそ

のときどんな態度が よいのかをま とめ る。

言葉の役割 について再度確 認を行 い、言葉の もつ力に気付かせる。

会話 の際 には、相手の こ とを考 えて 、適 切な言葉 を選 ぶ ことが必

要 であ り、そ のような態度が相手 を尊 重す る ことにな り、それが

相互理解 につながって行 くことに気付かせる。

○ 前向きに好感が持てるように紹介 させ る。また、具体的エ

ピソー ドも織 り交ぜ る ことを伝える。

○相互 の理解は言葉を中心 として行 われ ることを確 認する。

○ 自己をア ピールす るには どうすればよいか考 え、自己紹介

をす る機会 にも生かせ るよ うにす る。

●他者を良 く知 ることと、よ り伝わ りやす い言葉 を選ぶ こと

で、相手 に対す る共感や理解 に結びつ くことに気付 いたか。

●よ り深い人物像 を表出させ るため には、言葉 の選び方、組

み合わせ方 を工夫する ことが必要である ことに気付 いた

か。

○時間がたった ら話 の途中で も相手 を変える。単純な ローテ
ー ションでよい。

● 自分の意見 が どうすれば相手 に うまく伝わるか考 えること

ができたか。

●言葉を媒体 として、他者 に共感する力が身に付 いたか。

●一つの事柄 について様々な価値観があ ることを理解で きた

か。



5本 時 の指導(第 三時)

(1)本 時のね らい

①相互の理解 は言葉 を中心 として行われ ることを確認する。

②他者 をよ く知ることと、よ り伝わ りやすい言葉 を選ぶ ことによって相 手に対する共感や

理解 に結びつ くことに気付かせ る。

③ 自己をア ピールするためには どうすればいいか考え、自己紹介の機会 にも生かせるよう

にする。

④ 説明を受 ける側 にとって言葉 によ って人物像が肉付けされ ると同時 に、言葉が人物 と結

びつ くことによってよ り豊かな意味を もって くることに気付かせ る。

(2)本 時 の学習の流れ

展開

導

入

展

開

ま

と

め

学 習 活 動

○前時 と同 じグルー プに分かれ る。

O課 題 「○○先 生を紹介す る」を提

示す る。

○今回紹介す る人は「先生」 とし、

そ の人 につ いての情報 を集 め ど

のよ うに紹介するか話 し合 う。

○発表 は全 グルー プが行 う(時 間

によっては任意のグループ)。

○残 りの グル ープは評価 す る側 と

な り、用意 された評価 項 目を確

認す る。

○グルー プごとに発表 を行 い聞 い

て いる グルー プは紹介 され た人

物が誰 か を当て、紹介 方法 の評

価 を行 う。

○ 発表 し終 えた ら、発表 した グル

ー プが基 本姿勢や留意点 を説 明

す る(人 物紹介コンセプ トを読

む)。

○そ れぞれ の評価 をもとに人物 を

紹介 す る場合の留意点 をま とめ

る。

○指導上の留意点 ・ ●評価の観点

○前向き に、好感が もて るよ うに紹介す る こと

を示唆す る。

●相互理解 は言葉 を通 じて行われる ことを理解

できたか。

○具体的なエ ピソー ドを織 り交ぜるよ うに示唆

する。対象者の氏名は出 さない。

●他者 をよ く知る こと、よ り伝わ りやす い言葉

を選ぶ ことが他者へ の理解 に結び付 く。対象

者の行 動 ・事跡等 を述べる ことができたか。

○発表用 のメモ を作 って もよい。

● 自己 をア ピールす るには どうすれ ばよいか考

え られたか。

○後で評価 と評価 の理 由を発表す る ことを言っ

てお く。発表後 に対象者の氏名 を当てさせ る。

○板 書す る。

●説 明を受 ける側 にとって言葉 によって人物が

肉付 けされ、また人物 と結び付 くことによ り

一層豊かな意 味をもつ ことを理解できたか
。

対象者の 「や った こと」 を織 り交ぜて紹介す

る事ができたか。

○ どのような点 をアピールす ることが相 手に興

味 を抱かせ るか気付かせ る。

○エ ピソー ドを語る ことが具体 的な人物像 に結

びつ くことも確認 し、よ り深 い人物像 を表出

させるため には言葉の選び方 ・組み合わせ方

を工夫す ることが必要である と気付かせる。
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6生 徒は どのように学習 に取 り組 んだか

(1)一 時間 目 「連想ゲーム」

生徒は、自分で考 えた言葉 をヒン トを出す ことで相手 に連想 させ、言い当てて もらう

活動 に取 り組んだ。ゲーム性が高 く、当初予定 した内容 を終 了した後 も、教師の指示 を

待 たず に自発的に出題 を考 え発間者 と回答者 を適宜交代 して取 り組むなど、関心や意欲

を高める ことができた。(意 欲 ・関心 ・態度)

また 、うま く言 い当て られない生徒 と出題する生徒の間で は、 「人間関係ができて い

ないか ら当た らな い。」 「うまく説明す る言葉が出て こない。」 という会話がみ られ、 コ

ミュニケー ションと言葉 に関す る意識が高まった。(知 識 ・理解)

クラス全体 では教師がティームティチ ングの形で例を示 し、生徒はグループによって

取 り組 んだ ことも自発的な活動が生まれた理 由であろう。

羅∵ 轡

鞍

亀

塔iミ ヌ

室

矯 噌禰麟

,蜜魎

構議

潔 　

讐鞭 辮

(2)二 時間 目 「映像解説」

生徒 は、教師か ら提示 された絵画 について、その絵画 を見て いない生徒 に説明 し、

絵画を見ていない生徒が簡単なスケッチに再現す る活動に取 り組んだ。一時問 目と連続

の二時間続 きで行 った ことで問題意識が継続 し、絵画を繰 り返 し確認 にい く生徒も多 く、

意欲的 に活動 に取 り組 んだ。(意 欲 ・関心 ・態度)

自分の見た ものをわか りやす く相手に伝えるために、相手が連想 しやすい比喩を用い

る と効果 的であること、また絵画 を見 ていない生徒か らの問い直 しが詳細な部分の再現
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に必要である こと、問い直 しに応 えるためには言葉の選 び方な どが重要であることに気

が付いた様子がみ られた。(技 能)

(3)三 時間 目 「人物紹介」

クラスのだれもが知っている身近な人物 を言葉 によって紹介 し、その人物 を言 い当て

る活動に取 り組んだ。普段仲のよい者 どうしでも、受 け止めている印象は人によって異

な り、どのよ うに紹介するかをグルー プで まとめ る作業 に苦労 していた。(意 欲 ・関心

・態度)

紹介 では、それぞれの人物 の好感の もてる点な どを肯定的 に紹介 していた。また、人

物の人とな りを聞 く人 に理解 させ るために、その人の したこと、や ったことなどの具体

的エ ピソー ドを紹介するのが効果的であると気付 いたよ うである。(技 能)

「どうして も特徴 のある人 を選 んで しまう。」「同一 人物 をみんなで紹介 してみたい。」

な ど別の場面を想定す る声 も生徒か ら聞かれた。

(4)四 時間 目 「会話、意見交換」

コミュニケー ションの基本的な形は一対一 の会話であ る。 この時間では話題 を設定 し

て複数の人物とお互いの意見を交換する活動を行った。「お金がなければ幸せでない」

という題で意見交換 を行 ったが、生徒は次々に相手 を見つけ、、相手 を替 えなが ら会話 し

て いた。 こち らで相手を決め ることは しなか ったので、苦手な相手 とあえて話 してみ よ

うという場面 はあ まりなか ったが、その分 生徒の 自発的活動は促 された。(意 欲 ・関心

・態度)「 完全な意見の一致は あ りえな い。」「同 じ賛成で も、どの点で賛成なのかが違

った りした。」 など、コミュニケー ションの細部 についての感想が聞かれた。
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7単 元の学習 を通 して生徒はどう変わったか

人間同士がコミュニケーションを図る場合、言語 によることが多い。言語によって 自

分の意志や思 い、考えな どを伝え、相手の同意を得た り、相手か らの反応 を受け止めて

相手を理解 した り、また相手 と自分 との差異を確認 した りす るものである。

本単元では、 当た り前す ぎて忘れて しまっているコミュニケー ションの道具 としての

言語につ いて、必要性 を認識 し、伝え合 うために必要な技能や技術 を習得する ことを通

じて、よ りよいコミュニケー ションの在 り方 について考 え、言語生活 をさらに豊かな も

の にして いく力を育て ることが 目的であった。

(意欲 ・関心 ・態度での変容)

「生徒の感想」などに見 られるように、 この取組みの前 には 自分の意図を相手 に伝え

る際に、言葉は確 かに使って いるが、相手に伝わ りやす い言葉を選ぶ ということを意識

していなかったため、独 りよが りになった り、相手がわか って くれないと思い悩 んでみ

た り、コミュニケー ション自体 を面倒な もの ととらえる傾向があった。言葉はあって も、

その用 い方 とその後の相手の反応について不安 を感 じている生徒は多 い。

しか し、 この単元では、シミュ レーション感覚をと りいれたゲーム性の高 いコミュニ

ケー ション体験 をする ことによって、実際の場面で あればしば しば起 こ りうる誤解や独

り合点、意見 の相違 による仲違いといった実生活 に関わる リスクを気 にすることなく、

生徒な りに自分の伝えたい ことや思いを表現 し、認識 し、他者 の思いにも触れる活動が

で きた。

(コ ミュニケー ションに対する不安の緩和)

未知の相手 と会話す る場面は 日常生活では意外 に少なく、また進 んで会話することは

まれである。多 くの生徒は気の合 う少数の友人がいれば生活 上事足 りて しまうと思 って

いる場合が多 い。そのような認識で 「世間を狭 くする」のは もったいないのではないか 、

自分が思って いるほどコミュニケー ションに伴 うリスクは大 きくないのではないか、 と

いう認識が この学習活動を生 まれ始めた。以前はほとんどだれ とも話 をした ことのない

生徒が、休 み時間などにクラスメー トと会話 していた り、クラス内で新 しい人間関係が

で き談笑 した りして いる場面が見 えた。 また、授業での質問も増えてきた。生徒か らも

「今まで話を した ことのない人 と話ができてよか った」 との声 も聞かれた。

(技術面での変容)

また、 自分の意志 を相手 に伝 える際に相手 にわか りやすい言葉を考えたうえで いくっ

か伝えることが、面倒なようで実は 自分本位の言 い方 よ り早 く相手 にわかってもらえる

ことにも気付 き始 めて いる。連想ゲームにおいて、「相手の好きなもの にたとえた らす

ぐにわかって くれた。」 という生徒 の言葉が、それ を示 している。

8単 元の考察 と成果

一時間 目では、生徒が言葉 を選ぶ ことによって相手の理解が早か った り、深 まった り

することに気付いた点で ある。 いくらヒン トを出 して もわか って くれなかった人が、他

の出題者 の一言で答えを言った りす る。そのような場面で生徒はさまざまな連想の中か

ら、相手にあった言葉 を選べ ばよいということに気が付いた。 これは相手の気持ちを考
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えて話す、という態度 にもつながることである。

二時間 目では、情報伝達のために最低限必要な表現 とは何か につ いて考える機会がで

きた ことである。見た ものを言葉 に置 き換えて説明す ることは想像以上に難 しく、一時

問目の時 よ りさ らに一般的な表現が求め られ る。加 えて説明 を受 けている者か ら説明を

している者に対 して質問をする こと、それに対 して答えることも必要にな り、お互 いの

認識の一致を 目指 さなければな らないことか ら必然的 に 「伝え合 う」 ことの難 しさを体

験できて いた。

三時 間目では、人物 を言葉で紹介 し、その印象を多数 の人 と共有す る活動 を通 して、

その人物の行動 をどう受 け止めるか によってそれぞれの印象が違 うこと、また行動が人

物像を決定づ けて いる ことに生徒が気付いた点 である。それに伴って表現す る言葉 の選

び方によって も人物像が違って くることに触れ、よ り自分のイ メー ジに合 った言葉 を選

ぼうとする姿勢が見 られた。

四時間 目では、他者 と意見 を交わ しあい、一致する点を見 いだす活動の中で、生徒は

言葉 によって 自分の考えが変わった り深 まった りする体験を し、言葉は人の心を変え う

る もの、よ り分 か り合 うために必要なものだという意識をもったことである。 この時間

の活動を通 して普段話 をしない人 と会話 し、互 いの共通点を発見 し、親 しくなった とい

う副次的成果 もあった。

9今 後の課題

「言葉」 による 「伝 え合 う活動」を中心 に単元 計画 をたてた。 コミュニケー ションを

図る際に言葉が大 きな役割 を果たす ことは言 うまでもないが、言葉 と同様に表情や仕草

といったノンバーバルコミュニケーションも雄弁な伝達手段である。コミュニ ケーショ

ンの基本スキル と して言葉 を磨 いていくことと同 じく、言葉以外で相手 に与 える印象 も

考慮 して今後 の意思伝達方法 を考 える学習活動の構想が大切である。

伝え合い、分か り合 うことと、お互いの差 異を認識す ることは背反する事象 に見えて

実は一つの事柄の表 と裏である。その根幹は 自分が 自分 として生きる、 という主体的生

き方 をするための条件で もある。今後はさまざまな会話ケースを考えるとともにそ うい

ったいわば生徒の生き方や在 り方 を追究する学習活動 について も留意 しつつ、言葉だけ

でな くコミュニケー ション全体の在 り方 につ いて生徒が 自ら学んでい く単元 計画 を検 討

して いく必要 がある。

また 、「話 し言葉 」で伝え合ったあ との段階 と して、 自分の考 えを整理 して 「書 く」

ということを含めた取 り組 みについても考えたい。「話す こと ・聞 くこと」 と 「読む こ

と」 「書 くこと」 を言語活動の中で連携 させて いく活動をさらに追究す る必要がある。
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V--2指 導 の 実 際

主体 的 な読 みを通 じて文章 を読 み 深め他 者 に考えを伝 える力を育てる指導 の 工夫

1単 元 設定 の 理 由

「文 章 が 書 けな い、 読 めな い」 「仲 間 同士 で は話せ るが、大 人 とは話 せな い」な ど、高

校 生 の言 語能 力の低 下 が指 摘 され る ことが多 い。 本研 究 で実施 した調 査 で も、 高校 生 自身

が こ う した言 語 能 力や 言語 生活 の 実態 を踏 まえ 、 「コ ミュニ ケー シ ョンが十 分 にで きて い

な いJと 自覚 して い る こ とが 明 らか にな った 。 「話す こ と ・聞 く こと」 「読 む こと」 「書

くこ と」 とい う四つ の言 語 領域 す べ て に課 題 が あ り、 自分 の意 志 を表 現 し、 他者 に伝 える

ことの困難 さ を感 じて い る生徒 が 多数 で あ った。 また、そ う した 状況 に不 満 を感 じなが ら

も解 決 で き な いで い る実 態 も明 らか にな った 。

本単 元 で は、 学習 材料 として 評論 を取 り上 げ、 「読 む こと」 を中心 に読 み を深 め 、内容

につ いて 話 し合 い 、意見 交 換 を行 うこ とで 「話す こ と ・聞 く こと」 の言語 活 動 に取 り組 み、

最 後 に学習 活 動 を振 り返 って学 習 を定 着 させ る 「書 くこ と」 を行 うこ とで、 総合 的 な言語

能 力 の向 上 を 目指す こ とをね らい とした。

新学 習指 導 要領 にあ る 「伝 え合 う力」や 「社 会 人 と して 必要 とされ る言 語能 力」 につ い

て 、本 単元 で の研 究 に当た って は 、①他 者 の伝 えた い こ とや文 章 の 内容 を正確 に把握 し、

② 自分 の意 見 ・考 え を もって話 した り書 いた りす る ことを通 じて 、③ 他 者 の考 えや文 章 に

書 かれ た 主題 を受 け止 めな が ら自分 の意 見 を反 映 させ 深 めて 、よ り高次 の 自己主 張 を構築

す る こと、 と と らえた。

「他 者 の伝 え た い こ とや文 章 の 内容 を正確 に理解 す る」 ため に、本文 を主体 的 に興 味 を

もって 読 む指導 の工 夫 を した。 主題 が 明確 で構 成 が論 理的 な評 論 を学習 材 と して取 り上 げ

た 。本 文 を分割 して提 示 し読 む ことで 、文 章 の展 開 を 自分 な りに予 想す る こ とが で き生徒

の興 味 関心 を喚起 で き る と考 えた。 正確 に理解 す る こ とを意 識 す るあ ま り、 自分 な りの意

見 を もち に くい傾 向 の あ る生徒 に、 「考 えるお も しろさ」 に気 付 き、長 い文章 を読 む抵 抗

感 をな く して い く効 果 も期待 した。 「自分 の意 見 ・考 え を もって話 した り書 いた りす る」

た め には、 ブ レー ンス トー ミ ングや グル ー プで の学 習 を取 り入 れた 。 ブ レー ンス トー ミン

グで は、 自 由な発 想 を抵抗 感 な く表 現で きる ことを期待 した。 グル ー プ学 習で は 、 自分の

考 え をメモ に して 、 グル ー プ内 で読 み 、討論 し、文 章 として ま とめる活 動 に取 り組 んだ。

相互 の考 えの交 流 が行 わ れ、 互 いの考 えが深 ま り、言葉 の総 合 的な 力 の発 展 を期待 した。

2

3

指導 の 工夫

① 教 材理 解 の段 階 で本 文 を分 割配 布 し、 先 の展 開 を予想 させ 、 自由な発 想 を促 した。

② 意 見 を発表 して 討論 し、考 え を文 章化 して 他者 に評価 され る とい う活 動 を通 して、他 者 の意

見 を尊 重 しつ つ 、 自分 の意 見 を深 めて い く学習 活 動 を促 した。

③ 主体 的 に読 む こ と、意 見 の 交流 を行 いなが ら考 察 を深 めて い く こ との 中で 、伝 え合 うことの

重要 性 と面 白さ に気付 か せ る学 習活 動 を行 った 。

評価 の観点

① 主体 的 に読 み 、 自分 の考 え を 自由 に展 開 させ て い くこ とが で きるか 。

② 他 人の意 見 を受 け入れ 、 自分 の意 見 の参考 とす る ことが で き るか。

③ 伝 え合 うこ との大 切 さ に気 付 く ことがで き るか 。
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4単 元の指導計画

主体的な言誘活動を通して、筆者の問題提起をうけとめ.

生徒相互の交流を通して考えを深めながら読む体験をすることによって、主体的に読み考える態度を学ぶ指導の工夫

(1)

(2)

(3)

単元名

教材

単元の目標

主体的 に考えなが ら読み、討論 し、表現す る学習

なぜ車輪動物 がいな いのか(本 川達雄)(教 育出版 ・現代文)

①筆者の問題提起 を受 け止め、相互の交流 を通 して、考 えなが ら読むお もしろさを体験す る

②作者の提起 した観点 を活用 して、一自由な発想を互 いに交流 しあ うことで、主体 的に考 える体験 をする

③ 自分の考えを明確 にし、的確 に表現す る力 を養 う

5学 習活動の概要(5時 間)

時数 生徒の学習活動 ○指導上の留意点 ●評価の観点

1 グル ープ(5～7人)ご とに着席 し、司会 ・書記 を決めて、グル

ープ討論 を行 いなが ら、本文 の読取 りをす る。

① 題名rな ぜ車輪動物がいないのか』 について の討論

② 本文(5分 割 中の1)を 読み 、 「車輪 のデメ リッ ト」 について

の討論 を行 う。

③本文(5分 割 中の2)を 読み 、② の討論 の内容 と本文 との比較

対照を行い、内容 を確 認す る。

○ 自由な発想 を促 し、 自主的な話 し合いを行わせ る。

●各 自の考 えを、的確 に分か りやす く発言で きたか。

○短時間で行 い、 まとめをさせ、 いくつかを発表 させ る。

○ ワークシー トを配布 し、討論内容を書記 に記入 させ、グル

ープ ごとに発表 させる。

●筋道立てた考 えをもてて いたか。 自由で独 自の発想ができ

ていたか。

2 グル ープ討論 を行 いなが ら、本文の読取 りを続 ける。教材の大体

の内容 を理解 し、車輪(技 術)を 評価 する姿勢 を身 に付 ける。

①本文(5分 割 中の3)を 読み 、前時の討論内容 と本文 との比較

対照を行 って、内容 を確 認す る。

○前時 と同 じグル ープ席を作 り着席 し、司会 を確認する。

○前時のワークシー トを複写 し、 グル ープ全員 に配布する。

○最終的に、本文 と一致 した項 目 ・独 自に考 え られた項 目を

判別 し、学習 内容を まとめ る。



μ
O

2 ② グル ープ討論で、本文の穴埋 め(本 文3の 最終行の空欄 の部分) ○車輪(技 術)と い うものが、環境 の変更を前提 にして いる

をす る 。 点 に気 付かせ る。

③ 本文(5分 割 中の4)を 読み 、穴埋 めの答 を合わせる。 ○答の確 認のみで、討論は行わない。

④ 自動車(技 術)を 、各 自で評価する。 ○ ワ ーク シ ー トを使 用す る。

⑤ 各 自の評価 をもとにグループ討論 をする。 ●考えを発表 し、他の考 えを受 け入れる事がで きたか。

⑥ 本文(5分 割 中の5)を 読み 、比較対照 をす る。 ○本文 の内容 を正確 に把握 させる。

3 一般的な技術に対して、本文中の評価基準をあてはめて各自で検 ○ ワークシー ト(技 術 の評価表)を 配布す る。技術 を評価す

討 し、 そ の 後 、 グル ー プ討 論 を行 う。 る三つの基準 とは何かを確認する。

本 ①各 自で技術 を一つ選び、評価す る。 ○ グル ープ内で、選ぶ技術が重な らないように指示す る。

②技術の評価表 をグル ープ内で回 し、 グループ内で出たすべての ○記入済 みの評価 を参考 に しなが ら、 自由に考 えを書 くよ う

時 技術 について評価 をす る。 指示す る。

③技術の評価 表が各 自に戻った ら、グル ープ討論 をする。 ●意見の交流 を し、考 えを深めて いく事がで きたか。

④技術の評価表 に、考 えの変化 ・改良の展望を記入する。 ●変化 し、深 まった考 えを、 自分な りに書 く事ができたか。

4 前時で選択 した 「技術」 について、小論文を作成す る。 ○評価項目を添えた原稿用紙を用意し、読まれる文章を書く

(内容 は、技術 を評価 し、今後 の展望 を考 察 し、環境 についての ことの 自覚 を促す。

意見 を述べ るもの)

5 小論文 の評価 をし、単元の まとめを行 う。 ○書いた生徒の名は伏せて配布する。

①他 の生徒 の小論文 を読み、評価 をす る。 ○設定 された項 目の評価 を した上で、コメン トを付ける。

② 評価 された小論文 を各 自で読み、全ての ワークシー トを見直 し ●他者の評価 を受け入れることができたか。討論 ・作文 を繰

て 、単 元 を振 り返 る。 り返す中で考 えが深まる事 を自覚できたか。



5本 時 の指 導(第 三 時)

(1)本 時 のね らい

ア すす ん で意 見 を述 べ 、意 見 を伝 え合 いな が ら、 自由な発 想 を もって 発 言す る こ とを知 る。

イ 各 自の考 え を文 章 化 し、 相互 の批 評 を行 う ことで 、 自己 の考 えを深 め 、 ま た考 え を他者

に伝 える ことが で きる ことが分 か る。

(2)本 時 の学 習 の流 れ

学習の流れ ○指導上の留意点 ・●評価の観点

グ ル ー プ 席(5～7人)を 作 る 。 ○ ワー ク シー ト3(技 術 の評 価 表)を 配布 。

導

入 前 時の確 認 をす る。(技 術 を評価 す る ○車輪のみでなく、技術全体に通用する基準

3つ の基 準 を確 認) で あ る こと を確 認 させ る。

各自が技術を一つ選んで評価表に記入 ○グループ内で選んだ技術が、それぞれ重な

し、3っ の基 準 によ る評価 を行 う。 らな いよ う に留 意す る。

展 グル ープ 内で 評価 表 を交 換 し、 各技術 ○他 の考 え を見 た上 で、 自己 の 考 え を書 くよ

につ いて 、全 員が そ れぞ れ の評価 を記 うに指導 す る。

入 す る 。 ●技術に関するそれぞれの意見を、明確に理

解 で きたか 。

● 自分 の考 え を文章 にま とめ られ たか 。

開 評価 表 の記 入 が終 了 した ら、 グル ー プ ○ 中傷 や攻 撃 にな らな いよ うに注意 す る。

討 議 に入 る。(幾 つ か の評価 表 を選 ん ●様 々な意 見 が あ る ことを理 解 で きた か 。

で 自由討議 を行 い、 内容 を各 自の評価 ●他 の意見 を理解 して、 自分 の 意見 を発展 さ

表 に記 入す る。 せ 、 高 め る こ とが で き た か 。

討 議 内容 を参考 に、各 自の考 え の変化 ●意見の交流をすることで深まった自分の考

をま とめ、技 術 の展望 を考 察 す る。 え を文章 にす る こ とが で きた か。

グループごとに討議 した内容を紹介す ○それぞれの技術についての考えが深まって

ま る 。 を確 認す る。

と ○ 各 自の選 ん だ技術 につ いて 、次 時 に小 論 文

め 書 く こと を予 告す る。

○ 評価 表 は、教 師 に提 出 させ る。
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6生 徒は学習にどのよ うに取 り組んだか

第1時 は、グループ学習に慣れ、柔軟 に文章の内容に対 して発想 しなが ら読む活動に取 り

組んだ。一つの正解を求めずに、各 自の感想をもとに読み進めるスタイルによって楽 しそ う

にグルー プ討議を行っていた。(意 欲 ・関心 ・態度)

「今 までの現代文の授業の中で、一番面白か った」 「普通の、ただ話を聞くだ けの授業で

はな く、 自分たちか ら問題を解決 しよう1み たいで、す ごく楽 しかった。国語の時間が楽 し

みになった」な ど、ともすると、受動的にな りがちな読解活動 に能動的に参加 していく姿が

見 られた。(主 体的な読解)

第2時 は、 自分の意見を一定の形式に沿ってまとめるとい う活動を行 った。ワークシー ト

を使用することで、筆者の掲 げる三つの観点 を自分な りに理解 して考えを深めるという複雑

な課題 にも、生徒は意欲的に取 り組む ことができた。また、自動車の評価 についてのグルー

プ討議では、話し合 いの方向性が与え られた場合 と、与えられなかった場合 とでは、討議の

集中度 に差の出ることが多 く、指導の工夫の必要性が感 じられた。(意 欲 ・関心 ・態度)

これ らの活動 を通 じて、「今 まで高校の授業だ と、文を読んで内容を先生か ら聞いて、な

ん とな く理解するだ けで、正直に言ってつまらなかった。でも、話 し合 うと、他の人の考え

方がそのまま聞けるし、文章 を深 く理解す ることができた気がす る」な ど、文章の内容 をよ

り深 く理解 しようとする意欲が高 まった。(読解 を深める)

第3時 は、他人の意見を受け止め、話 し合 うことと書 くこととの学習活動を、教師の指示

によって、適切に時間配分を行 うことで、メ リハ リのある学習に取 り組むことができた。生

徒は、「自分の意見を出すのはなかなか難 しくて、みんないろんな意見 をもってて、スゴイ

なあと思った。もっ と自分の意見も相手の意見 も考えていきた いと思った」な ど、他人の意

見 を聞くことによって、新たな考 えを構築 しながら学習を進 めていった。(読 解の発展)

第4時 は、 自分の意見 を他者 に正確 に伝えるように表現す る学習活動 を行 った。それまで

の学習の中で作成 してきた評価表 をもとに、400字 以上の小論文 を記述 した。「最 終的に

小論文を書くなんて思いつかなかった。けど、今まで話 し合いをしてきた結果、いろんな見方が

分かったし、それ がネタにもできたから、それまでの授業 が役 に立った」と、自分な りに意見 を

もち、文章記述のフォーマッ トの提示 に即 して、集中 して表現活動 に取 り組んでいた。グル

ープ内の自由な意見交換等で文章を書 く際の準備や思考の方向性 を自発的に見出 したため
、

スムーズな表現活動を行 うことができた。(読 解の発展 としての表現)

第5時 では、文章表現が相互理解 のためにあることを理解す る活動 を行 った。人に評価 、

コメン トを して もらい、 「手紙をや りとりする」感覚で 「意見交換する こと」 を楽 しげに、

また、好意的に相互評価 を行 っていた。討議 という意見交流とは異なる書き言葉 による意見

交流 によって、さらに考えが深まったよ うであった。(意 欲 ・関心 ・態度)個 々が他人の作

品を読み、相互評価 をする ことによって、伝える対象ができ、表現活動が相互理解 の方法で

あることに体験的に気付 くことができた。(表 現活動 の意義)

7単 元の学習 を通 じて生徒は どう変わったか

(意欲 ・関心 ・態度の変容)
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自発的に考えた り、積極的 に読む態度が求め られる一方で、実際の授業では、受動的な学

習 にとどまっている ことが多い。グループ討議の中で話 し、聞き、書 く活動 に取 り組んだ こ

とで、生徒の活動量が増え、意欲 ・関心 を高めることができた。

(読解 に対する態度の変容)

自発的に筆者の問題提起を受 け止め、その内容 を自分な りに検討 し、現実の社会 の 「身近

な技術」を評価 し、読解内容 を発展させる学習が行われ、主体的に読み深める ことができた。

(他者 との関わ りに関す る態度の変容)

グループ討論を成立 させるには、言語的能力以外に様々な要素が必要である。本単元では、

テキス トを素材 としてワークシー ト等を工夫 した り、ブレー ンス トー ミングを採用するな ど、

抵抗感を減 らす工夫 を行 った。グループ内において、進行役、記録役な ど役割 を分担 した り、

協力的な態度で討議 を進める姿が見 られた。各自が自分な りの意見を他者 に伝え、他者の意

見に耳を傾け、 自分の意見 とのす り合わせ を行 うことができた。また、小論文を相互評価す

る学習によ り、他者の表現 を好意的に汲み取ろうとする態度が培われた。

8単 元 の考察 ・成果

「生徒が受動的な態度 をとりがちであ り、表層的な読解 にとどまっているのではないか。」

「筆者の問題意識 を生徒が十分に受け止め、 ともに考えているのだろうか」 「評論を嫌 う傾

向にあ り、論理的なものの考え方が育成されているだろうか」という問題意識の もとに、「文

章に書かれた問題提起 をもとに、 自分な りに考え他者 との意見交流 を行いなが ら読みを深 め

る ことで、自ら課題を見つ け、自らの生活や社会 を振 り返 り、考 えを他者に伝える力が育つ

であろう。」 という仮説を立て、本単元 を設定 した。

今回の実践を通 じて、「受動的な読みが主体的な読みに変わった こと」「読解の授業に対す

る生徒のイメー ジが変わった こと」 「他者との意見交流の重要性 を生徒が認識 したこと」 「十

分な準備のもとに自分な りの意見をもち、他者を意識 しなが ら表現できた こと」の四つの成

果があったと言える。

9今 後の課題

今回の単元学習によって身に付けたであろう 「主体 的な読み方」を定着させ、 「問題発見

・問題解決」の力を培 っていくためには、さまざまな 「問題意識」に触れ、多様な 「観点」

を知ることが必要であ り、多 くの 「論説文」 に触れることが必要であるが、生徒の中に 「論

説文を嫌 う傾向」があ り、その忌避感を払拭す る工夫が必要で あろう。また、 「読みを深め

る」には、 「自分な りの意見をもつ」 ことを要求 し続 けていくことが肝要であるが、何 らか

の工夫なしには、なかなか困難な ことである。 さらに、改善 ・工夫する点 を挙げれ ば、① 自

由度 を尊重 しなが らも、討議 を進行 させるワー クシー ト等の工夫が必要であったが、さらに

自然発生的 ・主体的に討議が行われるような工夫が必要である。②読解が深 まったという実

感 を生徒にもたせ、十分な読解が どのようなものかにっ いての認識 をもたせ るための工夫が

必要である。③ 問題意識をもって 日常生活や社会 を見つめ直す態度 を培 うため、他者と、 リ

アルタイムで意見を交換できる環境作 りをす る必要がある。な どの課題が明 らか になった。
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珊 学習活動後の生徒の変化について

1「 伝え合 う言語体験 を通 じて相手、 目的、場面に応 じて表現する力を育てる指導の工

夫」の学習活動を通 じて

ゲーム的な要素 を取 り入れた学習活動の量を多 くしたことによって、自分の気持ちや

意図が伝わ らなかった り、「同 じ話 をしていた と言われた」等の回答が大幅 に減 り、自

分の話 し方 に自信が付 いたと自覚する生徒が増えた。その反面、話が途切れる事にっい

ては 「時 々」の減少数 と 「よくある」の増加数が同じなど、まだまだ話 し方についての

技能的な側面での学習 につ いては不安が残って いるようだ。 しか し、「順序立てて話す

ようにしている(10%増)」 を始め、 「ゆっくり話す ように している(15.7%増)」 「身

振 り手振 りで話すよ うにしている(14.4%増)」 「笑顔で」「目的をもって」話す意識 は

確実 に増 えている。本時の学習 目標 として立てた 「人と好意的 に話す」 「自分の意図を

正確 に伝 える」 ことは、生徒の意識 に大 きな影響を与えた。ゲーム的な要素ではあるに

して も、相手 と向き合 い、適切に内容を伝え合 う活動 に取 り組んだ ことで 「敬語」の使

用 に関 して も増加 の傾向が見 られた。 「相互理解 を深 める」 「相手 と気持ちよ く会話を

続 ける」 というね らいは、敬語を使用す るという言語的な技能への関心 ・意欲を喚起す

る ことに生か されている。

活動のなかで相手が伝 えようとしていることを受 け止める ことや、 自分の伝えた いこ

とを適切 に伝える学習 を行 った ことで 、「読む こと」 について も意識の変容や言語生活

へ の振 り返 りが生まれている。 「事実 と書 いてある事柄 の関係 を考 えなが ら読む(18%

増)「読 んだ内容 について話 し合 うことがある(13%増)」 「話の展開を予想 して読む(11.8

%増)「 自分の考 えを確かめなが ら読む(17%増)」 が増えた。「言葉」を大切に しよ う

とす る態度が伸長 しつつ あると受 け取る ことができる。また、「書 く」領域の変化 は 「目

的に応 じた文章 を書 くようにしている(14%)」 、「あらためて書き直す ことがある」傾

向がそれぞれ増え、「人にあてた文章 を書 く」事が増 えるな ど、 自分の言語活動 を客観

的に見直そ うとする態度が増えてきた。

2「 主体的な読みを通 じて文章を読み深 め他者に考 えを伝える力を育てる指導の工夫」

の学習活動 を通 じて

文章 を分割 して提示 し、予想を立てなが ら読み進めた ことで 「文章の論理 を考 えなが

ら」 「筆者 が言いたい ことは何か を考 えなが ら」「事実 と書 いてある事柄 の関係 を考え

なが ら」読んで いる生徒が、10%程 度増加 し、学習の成果が表れた。一方、グルー プ

討議 を行 ったが、継続 して読んだ内容 について話 し合 った りすることは増えなかった。

学習成果が実際の言語生活 に反映され るため にはさらに指導の工夫が必要である。

一番顕著 な変化が表れたのは 「書 くこと」の領域においてであった。学習 の最後 に小

論文 を仕上 げた ことが、生徒に達成感 を与え、鮮 明な印象 として残った。 「文字や言葉

の使い方 を間違えず に」 「読み手 を意識 した文章 を」 「伝 えたい ことを明確 に して」書

くようにして いる生徒が、ともに10%以 上増加 している。また 「書 き始めた文章を途

中でや める ことがある」が減少 し(.10.4%)、 「書 き終えた文章 を改めて書き直す こと

がある」が増加(6.5%)し ている。「書 くこと」の有用性 に気づき、意欲 的に取 り組む

姿勢が芽生えてきた。
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Wま とめと今後の課題

1研 究 のまとめ

「主体的な言語活動 を通 して伝 え合 う力を伸ばし、豊かな言語生活 を送 る力 を育てる

指導の在 り方」を研究主題 とし、実態の調査 と指導法 の研究 を行 い、授業実践 によって

研究の成果 を検証 してきた。 日ごろの授業の中では受 身にな りがちに見える生徒たちだ

が、適切な言語活動の課題を与える ことによって、主体的に学習 に取 り組み、自ら進ん

で理解 し合い、考 えを表現 し合 う能力を伸ばす ことができるに違いないと考 え、そのた

めの工夫 をさまざまに凝 らして、授業に取 り組んだ。

「読む こと」の領域では、 「主体的に考 えなが ら読む」 という単元 を設定 した。文章

を読んで いく際の提示の仕方や学習活動 の適切な指示によって、筆者の問題提起 を受 け

とめる とともに、話合い活動 を中心 にした生徒相互 の意見交流によ り、考え を深めなが

ら読み、さらに自分の考 えを文章 にまとめていくという学習活動 によって、主体的に読

み考 え、表現す る態度 を学ぶ ことを目指 した。結果 として、生徒 は討議 を通 じて自分 の

考えを もち、筆者の問題提起を一つの視点 として現実生活 を振 り返 りなが ら読 みを深め、

さ らに相互の交流 によって考えを深め、それを的確 に文章化する活動へ と進む ことがで

きた。

「話す こと ・聞くこと」の領域で は、生徒が主体的に話 し聞 く体験ができるよ うに、

さまざまな体験的な課題を段階的 に用意 して、生徒が 自ら 「言葉の力」 に気付き、「伝

え合う力」を身に付 けて相互理解 を深 めよ うとす る態度 を育成する ことを目指 した。生

徒は、ふだん何気なく使 っている言葉のもつ力につ いて考え始めた。そ して、授業の中

でゲー ム的な要素を取 り入れたさまざまなコミュニケーション活動 に参加す る ことを通

じて、少数の友人の枠 を出て、コミュニケーションの輪 を広げることの楽 しみに気付き

始めた。言葉の壁 を作っているものは、技術 的な ことよ りもむ しろ心理的な ものであ り、

授業の中で適切な活動 を設定する ことによってその壁 を破るきっか けを与え、生徒の自

発的な学び を促す ことができる、 との予想が裏付 けられた。

これ らの授業実践によって、適切な学習活動の工夫 を行なえば、生徒は主体的に学習

に取 り組み、互 いの交流 を通 じて、自ら学び合 い、認識を深め、能力を伸長 させていく

ものである ことが確かめ られた。

2今 後の課題

(1)生 徒の主体的な活動を中心 とした授業実践 を、一人一人の生徒の興味 ・関心や課

題意識 に応 じた学習 目標の もたせ方や教材の開発、提示の仕方 を追究 していくこと。

(2)教 師によるティームティーチ ングをさらに発展させ、教師 と生徒、生徒同士、さ

らに校外のゲス トティーチ ャー の活用 によるテ ィームティーチ ングの方法 を開発す

ること。

(3)生 徒 による振 り返 り活動や 自己評価、相互評価 の工夫 をもとに、学習の成果 を定

着させ、 さらに意欲的に学ぼ うとする力を育てるための評価 の視点や方法 を開発す

る こと。
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